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論文内容の要旨 
日常臨床では、0.15g/g・Cr以上の蛋白尿、あるいは糸球体濾過量の低下(glomerular filtration rate: GFR
＜60mL/分/1.73m2)が3か月以上持続する場合、慢性腎臓病(chronic kidney disease: CKD)と診断される。CKD
では血中リン濃度が上昇するが、体内リン濃度の上昇はさらなる腎機能低下を惹起し、さらには心血管疾患の独
立した危険因子となることから、生体にはリン蓄積を防ぐための生理的防御作用が存在する。そのうちのひとつ









スファターゼ（bone specific alkaline phosphatase: BAP）を測定し、その関連性につき横断的に検討した。 
対象は日本多施設共同コホート研究京都フィールドに参加した女性 1,184名のうち eGFRが 60mL/分/1.73㎡
以上かつ蛋白尿検査が陰性であったnon-CKD女性1,094名で、閉経前群(390名、43.2±4.9歳)、閉経後群(704
名、59.7±7.0歳)の 2群に分けて解析した。eGFRは閉経後群(78.5±11.4 mL/分/1.73㎡)で閉経前群(87.4±
13.4 mL/分/1.73㎡)より有意に低く、血中リン濃度(閉経前/後 3.7±0.5/3.8±0.4mg/dL)、血中 FGF-23濃度
(閉経前/後 23.1±6.0/25.9±7.3pg/mL)、血中BAP濃度(閉経前/後 9.2±3.0/13.6±4.7U/L)、UACR中央値(閉





















ミネラル代謝異常(CKD-MBD (mineral- and bone disorder))の解明に貢献できるものと考えられる。 
 
